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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを介して通信可能な移動通信端末の利用者についてマーケティング情
報を得るマーケティング調査方法であって、
　該通信ネットワークに設けられた情報配信サーバが、追加情報取得先へアクセスするた
めの接続先情報と移動通信端末において該接続先情報に基づき該追加情報取得先に追加情
報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信する操作を行ったときに該追加情報取得先へのア
クセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを該通信ネットワークに設けられたマーケティング
調査用サーバに自動送信するためのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含む
ＨＴＭＬファイルからなる配信情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻及
び配信情報の種類を特定して各配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動通
信端末の利用者を特定せずに一斉に送信するステップと、
　該マーケティング調査用サーバが、該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数
の移動通信端末のうち該追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信
した後に該マーケティング調査用ウェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨ
ＴＴＰリクエストを送信してきた移動通信端末から、その移動通信端末が該通信ネットワ
ークを介して該追加情報取得先へアクセスしたときのアクセス情報を受信して集約的に取
得するステップと、
　該マーケティング調査用サーバが、該移動通信端末から受信した該追加情報取得先への
アクセス情報と該移動通信端末の利用者に関する利用者情報とを関連付けてマーケティン
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グ情報を作成するステップとを有することを特徴とするマーケティング調査方法。
【請求項２】
　請求項１のマーケティング調査方法において、
　上記マーケティング調査用サーバが、移動通信端末の位置情報を管理する位置情報管理
サーバにアクセスし、上記マーケティング調査用ウェブ自動リンクタグによって上記アク
セス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた上記移動通信端末の端末識別情報に基
づいて、その移動通信端末の現在位置情報を取得し、上記マーケティング情報を作成する
際に、該取得した移動通信端末の位置情報も関連付けることを特徴とするマーケティング
調査方法。
【請求項３】
　移動通信端末による通信を行なうための通信ネットワークにそれぞれ設けられたマーケ
ティング調査用サーバと情報配信サーバとを有する通信システムであって、
　該情報配信サーバは、追加情報取得先へアクセスするための接続先情報と移動通信端末
において該接続先情報に基づき該追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエス
トを送信する操作を行ったときに該追加情報取得先へのアクセス情報を含むＨＴＴＰリク
エストを該通信ネットワークに設けられたマーケティング調査用サーバに自動送信するた
めのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含むＨＴＭＬファイルからなる配信
情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻及び配信情報の種類を特定して各
配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動通信端末の利用者を特定せずに一
斉に送信するように、該通信ネットワークに設けられ、
　該マーケティング調査用サーバは、
　　各移動通信端末の利用者に関する利用者情報を格納しておく利用者情報記憶手段と、
　　該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情報
取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査用
ウェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた
移動通信端末から、その移動通信端末が該通信ネットワークを介して該追加情報取得先へ
アクセスしたときのアクセス情報を取得するアクセス情報取得手段と、
　　該アクセス情報取得手段で取得したアクセス情報と該利用者情報記憶手段に格納して
いる利用者情報とを関連付けてマーケティング情報を作成するマーケティング情報作成手
段とを備えたことを特徴とする通信システム。
【請求項４】
　移動通信端末による通信を行なうための通信ネットワークに設けられたマーケティング
調査用サーバと情報配信サーバとを有する通信システムであって、
　該情報配信サーバは、追加情報取得先へアクセスするための接続先情報と移動通信端末
において該接続先情報に基づき該追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエス
トを送信する操作を行ったときに該追加情報取得先へのアクセス情報を含むＨＴＴＰリク
エストを該通信ネットワークに設けられたマーケティング調査用サーバに自動送信するた
めのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含むＨＴＭＬファイルからなる配信
情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻及び配信情報の種類を特定して各
配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動通信端末の利用者を特定せずに一
斉に送信するように、該通信ネットワークに設けられ、
　該マーケティング調査用サーバは、
　　各移動通信端末の利用者に関する利用者情報が格納された利用者情報管理装置に接続
し、該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情報
取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査用
ウェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた
移動通信端末の利用者に関する利用者情報を取得する利用者情報取得手段と、
　　該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情報
取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査用
ウェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた
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移動通信端末から、その移動通信端末が該通信ネットワークを介して該追加情報取得先へ
アクセスしたときのアクセス情報を取得するアクセス情報取得手段と、
　　該アクセス情報取得手段で取得したアクセス情報と該利用者情報取得手段で取得した
利用者情報とを関連付けてマーケティング情報を作成するマーケティング情報作成手段と
を備えたことを特徴とする通信システム。
【請求項５】
　請求項３又は４の通信システムにおいて、
　上記マーケティング調査用サーバは、移動通信端末の位置情報を管理する位置情報管理
サーバにアクセスし、上記マーケティング調査用ウェブ自動リンクタグによって上記アク
セス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた移動通信端末の端末識別情報に基づい
て、その移動通信端末の位置情報を取得する位置情報取得手段を更に備え、
　上記マーケティング調査用サーバの上記マーケティング情報作成手段が、該位置情報取
得手段で取得した位置情報も関連付けて上記マーケティング情報を作成するように構成さ
れていることを特徴とする通信システム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、携帯電話機等の移動通信端末の利用者についてマーケティング情報を得るマ
ーケティング調査方法、及びその方法に用いる通信システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、移動通信端末としての携帯電話機を用いたサービスとして、携帯電話通信網を介し
て情報配信サーバから複数の携帯電話機に向けて、ニュース、天気予報、商品情報、地域
情報等の各種情報を基地局単位で複数の配信地域ごとに送信する情報配信サービスが知ら
れている。この情報配信サービスで配信される情報には、追加情報取得先としての広告主
等のサイトへ接続するためのハイパーリンク情報が組み込まれている場合がある。このハ
イパーリンク情報を携帯電話機の利用者がクリックすると、広告主等が管理運営するサー
バに自動的にアクセスされ、利用者は、詳しい商品情報を取得したり商品を購入したりす
るための画面を表示することができる。このような各携帯電話機からアクセスしたときの
接続履歴、Ｅコマースの購買履歴情報、利用者がそのサイトで答えたアンケート結果等の
アクセス情報は各広告主等のサーバに蓄積されていた。そして、各広告主等は、このサー
バに蓄積されたアクセス情報を集計して分析することにより、マーケティング情報を得て
いた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記携帯電話機の利用者からのアクセス情報を用いてマーケティング情報を得
るマーケティング調査方法では、上記アクセス情報が、各広告主等によって管理運営され
ているサーバに分散されて蓄積されて集計されていた。しかも、各広告主等は、携帯電話
機の利用者に関する利用者情報を所有していなかった。そのため、利用者情報と関連づけ
たマーケティング情報を効率的に得ることが難しかった。
【０００４】
　本発明は以上の問題点に鑑みなされたものである。その目的は、移動通信端末の利用者
情報と関連付けたマーケティング情報を効率的に得ることができるマーケティング調査方
法、及びその方法に用いる通信システムを提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、通信ネットワークを介して通信可能な
移動通信端末の利用者についてマーケティング情報を得るマーケティング調査方法であっ
て、該通信ネットワークに設けられた情報配信サーバが、追加情報取得先へアクセスする
ための接続先情報と移動通信端末において該接続先情報に基づき該追加情報取得先に追加



(4) JP 4485114 B2 2010.6.16

10

20

30

40

50

情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信する操作を行ったときに該追加情報取得先への
アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを該通信ネットワークに設けられたマーケティン
グ調査用サーバに自動送信するためのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含
むＨＴＭＬファイルからなる配信情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻
及び配信情報の種類を特定して各配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動
通信端末の利用者を特定せずに一斉に送信するステップと、該マーケティング調査用サー
バが、該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情
報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査
用ウェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してき
た移動通信端末から、その移動通信端末が該通信ネットワークを介して該追加情報取得先
へアクセスしたときのアクセス情報を受信して集約的に取得するステップと、該マーケテ
ィング調査用サーバが、該移動通信端末から受信した該追加情報取得先へのアクセス情報
と該移動通信端末の利用者に関する利用者情報とを関連付けてマーケティング情報を作成
するステップとを有することを特徴とするものである。
　ここで、上記「移動通信端末」には、ＰＤＣ（Personal Degital Cellular）方式、Ｇ
ＳＭ（Global System for Mobile Communication）方式、ＴＩＡ（Telecommunications I
ndustry Association）方式等の携帯電話機、ＩＭＴ（International Mobile Telecommun
ications）－２０００で標準化された携帯電話機、ＰＨＳ（Personal Handyphone System
）、自動車電話等の電話機のほか、携帯電話モジュールを付加した移動通信端末も含まれ
る。また、上記「移動通信端末」としては、上記携帯電話機等のいわゆる移動機のほか、
通信回線を介したデータ送受信機能を有する、パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（Person
al Digital(Data) Assistants）、カーナビゲーション装置、ＩＴＳ（Intelligent Trans
port Systems）用端末等も挙げられる。
【０００６】
　請求項１のマーケティング調査方法では、通信ネットワークに設けられた情報配信サー
バから、追加情報取得先へアクセスするための接続先情報と移動通信端末において接続先
情報に基づき追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信する操作を
行ったときに追加情報取得先へのアクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを通信ネットワ
ークに設けられたマーケティング調査用サーバに自動送信するためのマーケティング調査
用ウェブ自動リンクタグとを含むＨＴＭＬファイルからなる配信情報を、予め設定された
複数の配信地域ごとに配信時刻及び配信情報の種類を特定して各配信地域に存在する複数
の移動通信端末に向けて各移動通信端末の利用者を特定せずに一斉に送信する。このよう
に配信情報を複数の配信地域ごとに配信時刻及び配信情報の種類を特定して送信できるた
め、上記所定の接続先情報とマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含む特定の
種類のＨＴＭＬファイルからなる配信情報を、特定の配信時刻に特定の配信地域の複数の
移動通信端末に対して一斉に配信することが可能となる。
　各移動通信端末の利用者は、上記情報配信サーバから受信した配信情報を確認し、追加
情報を希望する場合、配信情報に含まれる接続先情報に基づいて追加情報取得先へアクセ
スする。この各移動通信端末から追加情報取得先へアクセスされたときに、その追加情報
取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストが送信された後、そのアクセス情報を含
むＨＴＴＰリクエストが、上記配信情報に含まれるマーケティング調査用ウェブ自動リン
クタグによって通信ネットワークのマーケティング調査用サーバに自動送信されることに
より、各移動通信端末から追加情報取得先へのアクセス情報がマーケティング調査用サー
バによって受信され集約的に取得される。このマーケティング調査用サーバによって集約
的に取得されたアクセス情報と、上記特定の配信地域に存在する移動通信端末の利用者に
関する利用者情報とを関連付けることにより、マーケティング情報が作成される。従って
、特定の配信時刻及び配信地域について移動通信端末の利用者情報と関連付けたマーケテ
ィング情報を効率的に得ることができる。
　また、追加情報取得先への接続先情報を含む配信情報を移動通信端末に対して配信する
ことができるため、マーケティング情報を得るために必要な追加情報取得先へのアクセス
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という移動通信端末の利用者側の行動を積極的に促すことができる。従って、移動通信端
末の利用者からマーケティングサーバへの自発的なアクセスに依存する従来方法に比して
、マーケティング情報をより確実に得ることができる。
【０００７】
　請求項２の発明は、請求項１のマーケティング調査方法において、上記マーケティング
調査用サーバが、移動通信端末の位置情報を管理する位置情報管理サーバにアクセスし、
上記マーケティング調査用ウェブ自動リンクタグによって上記アクセス情報を含むＨＴＴ
Ｐリクエストを送信してきた上記移動通信端末の端末識別情報に基づいて、その移動通信
端末の現在位置情報を取得し、上記マーケティング情報を作成する際に、該取得した移動
通信端末の位置情報も関連付けることを特徴とするものである。
　請求項２のマーケティング調査方法では、上記アクセス情報と上記移動通信端末の現在
位置情報とを関連付けることにより、地域を特定したマーケティング情報を効率的に得る
ことができる。
【０００８】
　請求項３乃至５の発明は上記マーケティング調査方法に用いるマーケティング調査用サ
ーバと情報配信サーバとを有する通信システムに関するものである。
　請求項３の発明は、移動通信端末による通信を行なうための通信ネットワークにそれぞ
れ設けられたマーケティング調査用サーバと情報配信サーバとを有する通信システムであ
って、該情報配信サーバは、追加情報取得先へアクセスするための接続先情報と移動通信
端末において該接続先情報に基づき該追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリク
エストを送信する操作を行ったときに該追加情報取得先へのアクセス情報を含むＨＴＴＰ
リクエストを該通信ネットワークに設けられたマーケティング調査用サーバに自動送信す
るためのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含むＨＴＭＬファイルからなる
配信情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻及び配信情報の種類を特定し
て各配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動通信端末の利用者を特定せず
に一斉に送信するように、該通信ネットワークに設けられ、該マーケティング調査用サー
バは、各移動通信端末の利用者に関する利用者情報を格納しておく利用者情報記憶手段と
、該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情報取
得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査用ウ
ェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた移
動通信端末から、その移動通信端末が該通信ネットワークを介して該追加情報取得先へア
クセスしたときのアクセス情報を取得するアクセス情報取得手段と、該アクセス情報取得
手段で取得したアクセス情報と該利用者情報記憶手段に格納している利用者情報とを関連
付けてマーケティング情報を作成するマーケティング情報作成手段とを備えたことを特徴
とするものである。
　また、請求項４の発明は、移動通信端末による通信を行なうための通信ネットワークに
設けられたマーケティング調査用サーバと情報配信サーバとを有する通信システムであっ
て、該情報配信サーバは、追加情報取得先へアクセスするための接続先情報と移動通信端
末において該接続先情報に基づき該追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエ
ストを送信する操作を行ったときに該追加情報取得先へのアクセス情報を含むＨＴＴＰリ
クエストを該通信ネットワークに設けられたマーケティング調査用サーバに自動送信する
ためのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含むＨＴＭＬファイルからなる配
信情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻及び配信情報の種類を特定して
各配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動通信端末の利用者を特定せずに
一斉に送信するように、該通信ネットワークに設けられ、該マーケティング調査用サーバ
は、各移動通信端末の利用者に関する利用者情報が格納された利用者情報管理装置に接続
し、該情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情報
取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査用
ウェブ自動リンクタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた
移動通信端末の利用者に関する利用者情報を取得する利用者情報取得手段と、該情報配信
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サーバからの該配信情報を受信した複数の移動通信端末のうち該追加情報取得先に追加情
報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に該マーケティング調査用ウェブ自動リン
クタグによって該アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを送信してきた移動通信端末か
ら、その移動通信端末が該通信ネットワークを介して該追加情報取得先へアクセスしたと
きのアクセス情報を取得するアクセス情報取得手段と、該アクセス情報取得手段で取得し
たアクセス情報と該利用者情報取得手段で取得した利用者情報とを関連付けてマーケティ
ング情報を作成するマーケティング情報作成手段とを備えたことを特徴とするものである
。
　請求項３又は４の通信システムにおいて、情報配信サーバは、追加情報取得先へアクセ
スするための接続先情報と移動通信端末において接続先情報に基づき追加情報取得先に追
加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信する操作を行ったときに追加情報取得先への
アクセス情報を含むＨＴＴＰリクエストを通信ネットワークに設けられたマーケティング
調査用サーバに自動送信するためのマーケティング調査用ウェブ自動リンクタグとを含む
ＨＴＭＬファイルからなる配信情報を、予め設定された複数の配信地域ごとに配信時刻及
び配信情報の種類を特定して各配信地域に存在する複数の移動通信端末に向けて各移動通
信端末の利用者を特定せずに一斉に送信する。そして、マーケティング調査用サーバでは
、アクセス情報取得手段により、情報配信サーバからの該配信情報を受信した複数の移動
通信端末のうち追加情報取得先に追加情報を要求するＨＴＴＰリクエストを送信した後に
マーケティング調査用ウェブ自動リンクタグによってアクセス情報を含むＨＴＴＰリクエ
ストを送信してきた移動通信端末から追加情報取得先へのアクセス情報を受信して集約的
に取得する。そして、マーケティング情報作成手段により、アクセス情報取得手段で取得
したアクセス情報と、利用者情報記憶手段に格納された移動通信端末の利用者情報又は利
用者情報取得手段で取得した利用者情報とを関連付けることによりマーケティング情報が
作成される。従って、特定の配信時刻及び配信地域について移動通信端末の利用者情報と
関連付けたマーケティング情報を効率的に得ることができる。
【０００９】
　請求項５の発明は、請求項３又は４の通信システムにおいて、上記マーケティング調査
用サーバは、移動通信端末の位置情報を管理する位置情報管理サーバにアクセスし、上記
マーケティング調査用ウェブ自動リンクタグによって上記アクセス情報を含むＨＴＴＰリ
クエストを送信してきた移動通信端末の端末識別情報に基づいて、その移動通信端末の位
置情報を取得する位置情報取得手段を更に備え、上記マーケティング調査用サーバの上記
マーケティング情報作成手段が、該位置情報取得手段で取得した位置情報も関連付けて上
記マーケティング情報を作成するように構成されていることを特徴とするものである。
　請求項５のマーケティング調査用サーバでは、上記アクセス情報と上記位置情報取得手
段で取得した移動通信端末の現在位置情報とを関連付けることにより、地域を特定したマ
ーケティング情報を効率的に得ることができる。
【００１１】
なお、上記マーケティング調査用サーバに用いられるコンピュータを上記各手段として機
能させるためのプログラムは、例えばコンピュータ内のハードディスク装置や半導体メモ
リ等の補助記憶装置に格納しておき、作業用メモリに読み出して実行される。
また、上記プログラムは、磁気ディスク（例えばフレキシブルディスク）や光ディスク（
例えばＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ）などの可搬性の記録媒体に格納することができる。この記
録媒体を他のコンピュータの読み取り装置に装着することにより、記録媒体に格納されて
いるプログラムを読み出して実行される。また、このプログラムは、通信ネットワークに
接続されたコンピュータのハードディスク装置などの記憶装置に格納しておき、通信ネッ
トワークを介して他のコンピュータに転送することもできる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
本発明の実施形態に係るマーケティング調査方法は、移動通信端末としての携帯電話機を
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用いて各種商品やサービスに関するマーケティング情報を得る方法である。この方法では
、情報配信サーバから通信ネットワークとしての携帯電話通信網を介して複数の携帯電話
機に向けて送信される。この配信情報は、追加情報取得先へアクセスするための接続先情
報を含み、基地局に対応させて予め設定された複数の配信地域ごとに送信される。そして
、この配信情報を受信した携帯電話機から追加情報取得先へアクセスし、このアクセスに
関するアクセス情報が取得される。また、追加情報取得先へアクセスした携帯電話機の位
置情報も取得される。そして、これらのアクセス情報と位置情報と携帯電話機６０Ａ、６
０Ｂの利用者情報とを関連付けることにより、マーケティング情報を効率的に得ることが
できる。
【００１３】
図１は、本実施形態に係るマーケティング調査方法に用いる通信システムの一例を示す説
明図である。この通信システムは、携帯電話機６０Ａ、６０Ｂによる通信を行なうための
通信ネットワークとしての携帯電話通信網７０と、情報配信サーバ４１と、マーケティン
グ調査用サーバ４２とを用いて構成されている。
【００１４】
上記携帯電話通信網７０は、予め設定された所定半径のセルごとに設置された基地局、携
帯電話通信網内の通信を制御する通信制御装置としての交換機（回線交換機、パケット交
換機等）、それらを結ぶ伝送路、各携帯電話機が位置しているセルの情報を管理する位置
情報管理サーバ等を備えている。
また、この携帯電話通信網７０には、携帯電話機の利用者に対して広告主等からの情報を
提供するための追加情報取得先としてのウェブサーバ５１も接続されている。また、この
追加情報取得先は、携帯電話通信網７０に図示しないゲートウェイサーバを介して接続さ
れたインターネット３０上に接続されたウェブサーバ５２であってもよい。また、これら
のウェブサーバ５１、５２は、広告主等の情報提供者側によって管理されるようにしても
いいし、携帯電話通信網７０を通信運営する通信事業者によって管理されるようにしても
よい。
さらに、上記携帯電話通信網７０には、他の携帯電話通信網や固定電話通信網も接続され
、相互に電話やメール等による通信ができるようにしておいてもよい。
【００１５】
　上記情報配信サーバ４１は携帯電話通信網７０に接続され、携帯電話通信網７０を介し
て複数の携帯電話機６０Ａ、６０Ｂに向けて配信情報を一斉に送信するものである。この
配信情報は、一つのセル又は複数のセルを一単位として予め設定された複数の配信地域Ａ
，Ｂごとに、且つ所定の配信時間に送信される。例えば、３０分おき又は６時間おきに送
信される。
　上記情報配信サーバ４１から送信された配信情報は、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂで自
動的に受信され、各携帯電話機の所定のメモリ領域に格納される。この配信情報の着信は
必要に応じてディスプレイ上の表示や音等で利用者に通知される。
【００１６】
上記情報配信サーバ４１から送信される配信情報としては、天気予報やニュースのほか、
地域情報、チケット情報、飲食店情報、衣料品などのバーゲン情報等が挙げられる。そし
て、この配信情報には、広告主等の追加情報取得先へアクセスするための接続先情報を含
んでいる。
上記接続先情報としては、電話番号、メールアドレス、前述のウェブサーバ５１、５２の
ＵＲＬ等がある。この接続先情報は、文字情報として携帯電話機のディスプレイ上に直接
表示してもよい。この場合、その表示を利用者が選択することにより、追加情報取得先に
電話を自動的にかけたり、メーラが自動的に起動して追加情報取得先にメールを送信でき
たり、ブラウザが自動的に起動して上記ＵＲＬのウェブページを表示できる。また、上記
接続先情報を文字情報として直接表示するのではなく、利用者が選択可能な所定のアイコ
ン（電話マーク、メール用のレターマーク等）を表示するようにしてもよい。この場合は
、携帯電話機６０上の追加情報取得用のアイコンを利用者が選択すると、そのアイコンに
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対応した電話番号、メールアドレス、ＵＲＬなどの接続先情報に基づいて、上記電話発信
、上記メーラ起動、上記ブラウザ起動が実行される。
【００１７】
また、本実施形態の配信情報は、携帯電話機６０Ａ、６０Ｂの利用者が上記追加情報取得
先へアクセスする操作を行なったときに、そのアクセス情報を後述のマーケティング調査
用サーバ４２へ自動送信するための情報も含んでいる。このアクセス情報の自動送信のた
めの情報としては、例えば上記配信情報がＭＭＬ（Mobile Markup Language）形式のファ
イルであるときのウェブ自動リンク用のＨＴＭＬタグが挙げられる。
【００１８】
　上記マーケティング調査用サーバ４２は、携帯電話通信網７０をインターネット３０に
接続するノードに配置され、各携帯電話機６０Ａ，６０Ｂとの通信が可能である。
　図２及び図３はそれぞれ、本実施形態におけるマーケティング調査方法に用いられるマ
ーケティング調査用サーバ４２の概略構成図及び機能ブロック図である。
　マーケティング調査用サーバ４２は、図２に示すように、システムバス１００、ＣＰＵ
１０１、ＲＡＭ１０２やＲＯＭ１０３等からなる内部記憶装置、ハードディスクドライブ
（ＨＤＤ）や光ディスクドライブ等からなる外部記憶装置１０４を備えている。更に、マ
ーケティング調査用サーバ４２は、マウスやキーボード等からなる入力装置１０５、ディ
スプレイやプリンタ等からなる出力装置１０６、携帯電話用通信装置１０７を備えている
。携帯電話用通信装置１０７は、携帯電話通信網７０を介して各携帯電話機６１、６１と
通信するためのものである。ＣＰＵ１０１やＲＡＭ１０２等の構成要素はお互いに、シス
テムバス１００を介して、データやプログラムの命令等のやり取りを行っている。このマ
ーケティング調査用サーバ４２を所定の手順に従って動作させるためのプログラムはＲＯ
Ｍ１０３や外部記憶装置１０４に記憶されており、必要に応じてＣＰＵ１０１やＲＡＭ１
０２上の作業エリアに呼び出されて実行される。
　また、上記マーケティング調査用サーバ４２は１台のコンピュータシステムで構成して
もいいし、複数のサーバ機能をそれぞれ受け持つ複数台のコンピュータをネットワークで
結んで構成してもよい。
　なお、インターネット上のサーバに直接アクセスできるようにする場合は、図２の破線
で示すようにインターネット用通信装置１０８を設ける。
【００１９】
本マーケティング調査用サーバ４２は、図２に示したハードウェア上で所定のプログラム
を実行することにより、図３に示す利用者情報記憶手段４０１、アクセス情報取得手段４
０２、位置情報取得手段４０３及びマーケティング情報作成手段４０４の各機能を実現し
ている。
【００２０】
上記利用者情報記憶手段４０１は、上記マーケティング調査用サーバ４２の外部記憶装置
１０４等を用いて構成されており、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂの利用者に関する利用者
情報が格納される。この利用者情報としては、利用者識別情報としての携帯電話番号（端
末識別情報）、本人確認情報としてのＰＩＮコードがある。また、自動引き落とし口座情
報（金融機関名、支店番号、口座種別、口座番号、名義）又はクレジットカード情報（カ
ード種別、発行会社名、カード番号、有効期限、名義）等の料金支払い取引情報もある。
更に、利用パッケージプラン名、追加オプション名、適用割引種別等の利用サービス情報
、その他の利用者ＩＤ及び利用者の氏名、性別、年齢、住所、電話番号、メールアドレス
等の情報がある。これらが互いに関連付けられて登録されている。
【００２１】
上記アクセス情報取得手段４０２は、上記マーケティング調査用サーバ４２のＣＰＵ１０
１、ＲＡＭ１０２、携帯電話用通信装置１０７等により構成されている。そして、このア
クセス情報取得手段４０２は、情報配信サーバ４１からの配信情報を受信した各携帯電話
機６０Ａ、６０Ｂから上記追加情報取得先へアクセスしたときのアクセス情報を取得する
機能を有している。
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【００２２】
上記位置情報取得手段４０３は、上記マーケティング調査用サーバ４２のＣＰＵ１０１、
ＲＡＭ１０２、携帯電話用通信装置１０７等により構成されている。そして、この位置情
報取得手段４０３は、上記追加情報取得先へアクセスした各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂの
位置情報を取得する機能を有している。例えば、携帯電話通信網７０内の前述の位置情報
管理サーバにアクセスし、ウェブサーバ５１、５２等の追加情報取得先へアクセスしよう
としている携帯電話機６０Ａ、６０Ｂの端末識別情報に基づいて、該当する携帯電話機の
現在位置情報（緯度経度データや住所データ）を取得する。また、各携帯電話機６０Ａ、
６０Ｂからウェブサーバ５１、５２へ送信されるＨＴＴＰリクエスト等のデータに組み込
まれた現在位置情報（緯度経度データや住所データ）を直接取得するようにしてもよい。
また、携帯電話機がＧＰＳ（Global Positioning System）や風景画像等を利用して現在
位置を特定するような機能を有している場合は、携帯電話機で特定された現在位置情報を
取得するようにしてもよい。
【００２３】
　上記マーケティング情報作成手段４０４は、上記マーケティング調査用サーバ４２のＣ
ＰＵ１０１、ＲＡＭ１０２等により構成されている。そして、このマーケティング情報作
成手段４０４は、上記アクセス情報と上記位置情報と上記利用者情報とを関連付けてマー
ケティング情報を作成する機能を有している。
【００２４】
なお、上記図３に示すマーケティング調査用サーバ４２では、各携帯電話機の利用者情報
を記憶する利用者情報記憶手段を備えているが、この利用者情報記憶手段の代わりに、図
４に示すように外部のサーバから各携帯電話機の利用者情報を取得する利用者情報取得手
段４０５を備えるようにしてもよい。この場合は、上記アクセス情報取得手段で特定され
た携帯電話機の端末識別情報を用い、図５に示すように携帯電話通信網７０内にある利用
者情報管理サーバ４３にアクセスし、該当する携帯電話機の利用情報を取得する。この利
用者情報管理サーバ４３から取得された利用者情報と、上記アクセス情報及び上記位置情
報とを関連付けてマーケティング情報を作成する。
【００２５】
図６は、本実施形態のマーケティング調査方法における携帯電話機６０Ａ、６０Ｂと各サ
ーバ４１、４２等における情報処理を示すシーケンス図である。
まず、情報配信サーバ４１から各配信地域Ａ、Ｂごとに、予め設定されている配信タイミ
ングで所定内容の配信情報が送信される。この情報配信サーバ４１から各携帯電話機６０
Ａ、６０Ｂに配信される配信情報の内容及び配信地域は、広告主等の情報提供側の意向に
沿って変更することができ、Ｐｕｓｈ型の情報配信ができる。
この配信情報は、各配信地域Ａ、Ｂに存在する携帯電話機６０Ａ、６０Ｂで自動的に受信
され、各携帯電話機の所定のメモリ領域に格納される。この配信情報の着信は、ディスプ
レイ上の表示や音等で利用者に通知される。着信通知を受けた利用者は、携帯電話機を操
作して受信した配信情報を出力する。例えば、配信情報を画像情報としてディスプレイ上
に表示したり、音情報としてスピーカから出力したりする。
【００２６】
次に、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂの利用者は上記配信情報を確認し、その内容に興味を
持って更に追加情報の取得を希望する場合は、追加情報取得先にアクセスする。例えば、
携帯電話機のディスプレイ上に表示された配信情報に含まれる所定のアイコンを選択し、
ウェブサーバ５１、５２にアクセスする。また、携帯電話機のディスプレイ上に表示され
た電話番号を選択して電話でアクセスしたり、ディスプレイ上のレターマークのアイコン
を選択してメールを使ってアクセスしたりする場合もある。このように追加情報取得先に
アクセスすることにより、詳しい広告情報等を追加情報として取得する。
【００２７】
次に、マーケティング調査用サーバ４２は、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂから上記追加情
報取得先へアクセスしたときのアクセス情報を取得する。
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例えば、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂからウェブサーバ５１、５２へ向けて送信される追
加情報閲覧要求のデータ（例えばＨＴＴＰのリクエストヘッダ）に組み込まれているデー
タ転送用情報に基づいて、アクセス情報を取得する。
また、図７に示すように、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂからウェブサーバ５１、５２へア
クセスする際に、配信情報に組み込まれたアクセス情報送信用タグに基づいて、携帯電話
機からマーケティング調査用サーバ４２へアクセス情報が自動送信されるようにしておき
、この携帯電話機から送信されたアクセス情報を受信して取得するようにしてもよい。ま
た、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂから追加情報取得先へ電話機能やメール機能でアクセス
したときは、その通話履歴情報が残っている携帯電話通信網７０内の交換機等の通信制御
装置から、上記アクセス情報を取得するようにしてもよい。
【００２８】
また、マーケティング調査用サーバ４２は、上記アクセス情報のほか、上記追加情報取得
先へアクセスしている携帯電話機６０Ａ、６０Ｂの位置情報も取得する。例えば、マーケ
ティング調査用サーバ４２から携帯電話通信網７０内の前述の位置情報管理サーバにアク
セスし、該当する携帯電話機の現在位置情報（緯度経度データや住所データ）を取得する
。
【００２９】
次に、マーケティング調査用サーバ４２は、上記アクセス情報と上記位置情報と予め登録
しておいた利用者情報とを関連付けてデータ処理を行い、マーケティング情報を作成する
。上記アクセス情報からは、各携帯電話機がどのような配信情報を受けてどのような追加
情報を何時取得しようとしたかがわかる。また、上記位置情報からは、上記追加情報を取
得した携帯電話機がどの地域、どのセルあるいは更に詳細などの地点に位置（移動）して
いるかがわかる。これらのアクセス情報及び位置情報と、上記利用者情報とを関連付けて
統計処理を行なうことにより、各利用者の性別や年齢、利用者のいる地域や時間帯等を特
定して、商品やサービスに関するマーケティング情報を効率的に作成することができる。
【００３０】
以上、本実施形態によれば、各携帯電話機６０Ａ、６０Ｂからウェブサーバ５１、５２等
の追加情報取得先へのアクセス情報を携帯電話通信網７０内のマーケティング調査用サー
バ４２により集約的に取得し、取得したアクセス情報と各携帯電話機の利用者情報とを関
連付けることによりマーケティング情報を得ることができるので、携帯電話機の利用者情
報と関連付けたマーケティング情報を効率的に得ることができる。
【００３１】
特に、本実施形態によれば、上記アクセス情報と携帯電話機の現在位置情報とを関連付け
てマーケティング情報を作成しているので、消費者の行動に基づくマーケティング情報を
得ることができる。これに対し、従来のパソコンからのショッピングの場合は、家、職場
等の固定された設置場所からのもので、ＩＰアドレス、ダイアルアップのアクセスポイン
トしかわからず、消費者の行動に基づくマーケティング情報が得られなかった。
【００３２】
また、本実施形態によれば、上記アクセス情報と携帯電話機の利用者の個人情報とを関連
付けることにより、年齢、性別等の条件ごとに、基地局単位で配信する広告を選択できる
ようになる。さらに、携帯電話機から商品の購入を直接行うように登録した利用者であれ
ば、購買履歴から消費者行動を予測して、地域、時間、嗜好、買い物傾向、移動情報に基
づいて、基地局単位で個人にマッチした情報を配信することができる。
またさらに、本実施形態によれば、利用者が上記ウェブサーバ５１、５２等の追加情報取
得先にアクセスしたとき、どのような年代の人がどのような時間帯に、どのようなものに
アクセスしたかを得ることができ、この情報に基づいて広告を選別して配信することがで
きる。また、ある特定の地域で売れている商品やサービスに関するデータ（マーケティン
グ情報）も得ることもできる。
なお、このように上記アクセス情報を分析して上記各種マーケティング情報を得るために
は、各携帯電話機からアクセスする上記ウェブサーバ５１、５２等の追加情報取得先がど
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んなジャンルのサイトかを判断する必要がある。そのため、追加情報取得先のＵＲＬ等の
情報とその追加情報取得先の属性（販売商品やサービスの種類など）とを対応付けた追加
情報取得先属性記憶手段としてのデータベースを、上記マーケティング調査用サーバ４２
に予め構築しておくことが望ましい。上記追加情報取得先のＵＲＬ等の情報とその追加情
報取得先の属性とを対応付けたデータベースは、マーケティング調査用サーバ４２とは別
のサーバに構築しておいてもよい。
【００３３】
また、マーケティング調査用サーバ４２から、上記ウェブサーバ５１、５２等の追加情報
取得先への接続先情報を含む配信情報を携帯電話機に対して配信することができるため、
マーケティング情報を得るために必要な追加情報取得先へのアクセスという携帯電話機の
利用者側の行動を積極的に促すことができる。従って、携帯電話機の利用者からマーケテ
ィングサーバへの自発的なアクセスに依存する従来方法に比して、マーケティング情報を
より確実に得ることができる。
しかも、追加情報取得先への接続先情報を含む配信情報を、配信地域や配信時間帯等を特
定して配信し、その時間帯にその特定の配信地域に存在する携帯電話機から追加情報取得
先へのアクセス情報を利用することができる。従って、多数の携帯電話機からのアクセス
情報の中から特定の地域の携帯電話機からのアクセス情報を抽出するための情報処理が必
要となる従来方法に比して、地域や時間帯等を特定したマーケティング情報をより効率的
に得ることができる。
【００３４】
なお、上記実施形態では、携帯電話通信網７０をインターネットに接続する位置に配置し
たゲートウェイサーバを、マーケティング調査用サーバ４２に兼用した場合について説明
したが、本発明は、上記ゲートウェイとは別にマーケティング調査用サーバ４２を設ける
場合にも同様に適用できるものである。
【００３５】
【発明の効果】
　請求項１乃至６の発明によれば、各移動通信端末から追加情報取得先へのアクセス情報
を通信ネットワーク内のマーケティング調査用サーバにより集約的に取得し、取得したア
クセス情報と移動通信端末の利用者情報とを関連付けることによりマーケティング情報を
作成しているので、移動通信端末の利用者情報と関連付けたマーケティング情報を効率的
に得ることができるという優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る携帯電話機を用いたマーケティング調査方法に用いられ
る通信システムの説明図。
【図２】同マーケティング調査方法に用いられるマーケティング調査用サーバの概略構成
図。
【図３】同マーケティング調査用サーバの機能ブロック図。
【図４】変形例に係るマーケティング調査用サーバの機能ブロック図。
【図５】同マーケティング調査用サーバを備えた、マーケティング調査方法に用いられる
通信システムの説明図。
【図６】本実施形態に係るマーケティング調査方法における情報処理のシーケンス図。
【図７】変形例に係るマーケティング調査方法における携帯電話機及び各サーバでの情報
処理を示すシーケンス図。
【符号の説明】
３０　　インターネット
４１　　情報配信サーバ
４２　　マーケティング調査用サーバ
４３　　利用者情報管理サーバ
５１、５２　　ウェブサーバ（追加情報取得先）
６０Ａ、６０Ｂ　　携帯電話機（移動通信端末）
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７０　　携帯電話通信網（通信ネットワーク）
４０１　利用者情報記憶手段
４０２　アクセス情報取得手段
４０３　位置情報取得手段
４０４　マーケティング情報作成手段

【図１】 【図２】
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